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２４才　ＪＲ東日本の仲間
２月２１日、ＪＲ東日本東京信号技術センターで彦田　貴弘君（２４才）が国労加入を決意しました。加入を決意した理由は、国労の安全問題に対する取り組みに共感した事でした。
昨年４月の福知山線脱線事故以降、羽越本線での特急脱線事故や伯備線における保線作業員の触車死亡事故など、公共交通機関である鉄道の安全を根底から覆す事故が多く発生しています。彼が加入を決意した「２月２１日」は、８年前の１９９８年に山手貨物線で５名の作業員が臨時回送列車に触車して死亡する事故が起きた日です。
彼は「鉄道の安全問題について信念を持ち、真剣に取り組んでいるのは国労であると感じていました。利用者・労働者が共に安心できる安全な鉄道を作りたいです」また「困った時に相談に乗ってもらえたのは国労の先輩です。時には厳しく叱ってもらいました。他労組の悩みを自分達の事のように考える人間らしい姿に共感し国労に入ることを決心しました」と決意してくれました。

ＪＲで働く青年たちは、会社の労務管理や劣悪な労働環境、賃金や待遇などに不満を持ちながらも我慢を強いられています。そして、会社や多数を占める労働組合などが明らかに間違った事を行なっていても不満を口にすることが出来ない「物言えぬ」状態にあります。
労働組合とは、会社の施策をキチンとチェックをし、労働者が人間らしく働くことの出来る職場環境を作るための組織です。

わたしたち国労東日本青年部は、彦田君の勇気ある決断にあらためて敬意を表するとともに「もうひとりの仲間を国労へ！」を合言葉に更なる奮起を約束します。また、仲間一人ひとりが力を合わせて「安全で働きやすい職場」「明るく人間らしく働くことの出来る職場」を作り上げられるように頑張ります。
【激励先】

　〒１１６－００１３　東京都荒川区西日暮里２－５５－１　東京地方本部青年部宛
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